
代表取締役 木原浩貴

第38回太陽光発電シンポジウム 「～太陽光発電で脱炭素社会の実現を～」

脱炭素社会を見えるものに



木原家の快適再エネ生活
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太陽光発電3kW
太陽熱温水器（ソーラーシステム）4㎡

ペレットストーブ
断熱住宅＋ルーバー雨戸等の省エネ設備



代表取締役 木原の自己紹介
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■学歴
➢ 2000年 立命館大学産業社会学部卒業
➢ 2015年 龍谷大学政策学研究科修士課程修了
➢ 2020年 京都府立大学生命環境科学研究科

博士後期課程修了（博士：学術）

■職歴
➢ 2000～2003年 気候ネットワーク職員
➢ 2003～ 京都府地球温暖化防止活動推進センター

（2011年～事務局長 ２０２０年～副センター長）

➢ 201７～ 龍谷大学非常勤講師・立命館大学授業担当講師
➢ 2018～ たんたんエナジー株式会社（代表取締役）

➢ 2020～ 総合地球環境学研究所 客員准教授

著書（共著）
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京都府温暖化防止センターでの経験

家電省エネラベル 京都府産木材認証制度による
ウッドマイレージの削減

学校給食や社員食堂での地産地
消によるフードマイレージ削減

たんたんエナジーという「機能」を立ち上げて、エネルギーの地産地消へ
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気候変動の理解に関する国際比較

『Ipsos(2020)Earth day 2020』より
https://www.ipsos.com/en/two-thirds-citizens-around-world-agree-climate-change-serious-crisis-coronavirus

「人間活動が気候変動につながっている」という意見について
グラフ左：２０２０年のデータ 右：２０１４年と２０２０年の比較
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気候変動への「無関心」問題
（国立環境研究所 江守正多氏の論考より）

【なぜか】
・気候変動について知らないせい？
・自分勝手なせい？

【じゃあ、どうするか】
・気候変動について知ってもらう？
・自分にも影響があることを知ってもらう？

【どうなったらいいの？ 】
・みんなが関心を持ってエコな生活を送る？

【なぜか】
・「負担意識」があるせいでは？
（関心がある人にもあるのでは？）

【じゃあ、どうするか】
・「負担意識」を変えていこう！
（脱炭素は前向きな社会のアップデート）

【どうなったらいいの？ 】
・「本質的な関心を持つ人」を増やして
システムの変化を起こそう！

江守正多（2020）気候変動問題への「関心と行動」を問いなおす―専門家としてのコミュニケーションの経験から, 環境情報科学, 49 (2), 2-6.
本スライドは江守氏のプレゼンテーション資料をもとに、許可を得て、複数スライドの内容を統合して作成

「卒エコ」しよう！



脱炭素社会を
魅力的なものに。
目に見えるものに。



たんたんエナジーの機能

地域の企業・小中学校 家庭

市民出資発電所

地域エネルギー
のハブ機能

地域の人の
ハブ機能

○○応援プラン

地域活動応援

みんなの屋根で
子どもたちの電気を

特定卸
供給契約

FIT電気

非FIT電気

卒FIT電気
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たんたんエナジーの基本情報
【会社名】たんたんエナジー株式会社
【設立日】2018年12月10日
【資本金】２０００万円 （資本準備金を含む）

立命館ソーシャルインパクトファド：３５％
合同会社サンエネルギー：１０％
個人：５５％ （この問題に取り組む研究者ら）

【取締役】
木原浩貴（京都府地球温暖化防止活動推進センター副センター長）
田浦健朗（気候ネットワーク 事務局長/市民エネルギー京都代表理事）

豊田陽介（気候ネットワーク上席研究員/TERAエナジー取締役）
根岸哲生（たんたんエナジー株式会社）
的場信敬（龍谷大学政策学部教授）

【監査役】
清水仁志（税理士）
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福知山市における
再エネ地産地消の検討の経緯
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平成２５年１月 「福知山市再生可能エネルギー活用プラン」

福知山市再生可能エネルギー活用調査会（会長：龍谷大学 白石克孝教授） が
取りまとめ。住民らが主役となる再生可能エネルギー普及の必要性が示され、具
体的なプロジェクトとして、「公共施設の屋根を活用した市民協働発電所」づくりが
盛り込まれた。

平成２9年8月 「福知山市における
再生可能エネルギー事業の推進に関する提言書」

福知山市再生可能エネルギー事業化検討会議（会長：龍谷大学 的場信敬教
授）が取りまとめ。市が電力小売事業に参入すること、卒FITの余剰電力等を購入
して公共施設で活用するなどの取り組みを行うことを提言。



福知山市等との協定

地域における地域貢献型再生可能エネルギー事業の推進に関する協定 （ 2019年1月23日）

○福知山市(福知山市長 大橋一夫)
○京都北都信用金庫(理事長 森屋松吉、宮津市)
○プラスソーシャルインベストメント株式会社
（代表取締役社長 野池雅人、京都市上京区）
○龍谷大学 地域公共人材・政策開発リサーチセンター
（LORC）(センター長 白石克孝、京都市伏見区)
○たんたんエナジー株式会社(代表取締役 木原浩貴）
（締結式は専務取締役 根岸哲生が出席）

「脱炭素型の魅力的な地域づくりのためのエネルギー事業推進に関する協定」 （2019年8月28日）

京都府地球温暖化防止活動推進センターと、「脱炭素型の魅力的な地域づくりのためのエネルギー事業推
進に関する協定」を締結。連携して、環境、経済、社会が統合的に発展する持続可能な京都づくりに向けて取り
組むことを確認。
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地域の食べ物の生産者との連携

「電気でつながる おい
しい丹波・丹後キャン
ペーン」を実施。

個人顧客においしいだ
けではなく「ストーリー
性のある」食べ物をプレ
ゼント。

「ふくちやまのエエもん」
認定品のPRにも貢献。
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公共施設（小中学校含む）向けの電力販売

福知山市の本庁舎、支所、公民館、小中学校、福知山城など
４０以上の施設に、実質再エネゼロ電力を供給。

（現在のところ電源は100%FITだが、これが保証されている
わけではないので、「実質再エネ」と表記）
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地域ブランディングに貢献
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卒FIT電気買取
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卒FIT太陽光発電の電力を購入することで、住民向けにメッセージを発する



今後の展望
オンサイトPPAによる再エネ発電所設置
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環境省資料より



今後の取り組み オンサイトPPA事業

19環境省資料より

「自治体にとって初期費用
のかからないビジネスモデ
ルにより導入する等の場合
に優先採択」


